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芸能発表 火縄銃演武 
 

出演 川越藩火縄銃鉄砲隊保存会 

時間 午後１時から 

 （八幡神社で 12 時から出陣式・武者行列） 

 ※矢印方向に向けて発砲します 

 ※演武中は危険ですので会場内（白線

内）へ絶対に入らないでください 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

本部・模擬店 

来賓受付・救護所 

弁当・パン・うどん・焼きそば・まんじゅう 

焼きだんご・ラスク・わたあめ・飲物・花など 

 模擬店出店団体 

●むさしの作業所  ●工房ゆい 

●まんじゅうの会  ●南畑フォトクラブ 

●ちょっ蔵     ●市民学芸員の会 

●南畑お月見一座  ●いきものがかり＆ 

●ＪＡいるま野    ほうき作り伝承会 

第 21 回 

難波田城公園まつり 
2023 年 6 月 4 日(日) 

午前 10 時～午後２時 

 芸 能 発 表 プログラム 

 10:00～10:10 セレモニー 

 10:10～10:30 南畑小学校鼓笛隊 

 10:30～11:00 東中学校吹奏楽部 

 11:00～11:30 なんばった紙芝居 

 11:30～12:00 富士見太鼓 

 12:00～12:30 殺陣・演歌 

  ※時間は目安です。 

主催 難波田城公園活用推進協議会 

   富士見市立難波田城資料館 
 

協 力  南畑幼稚園、富士見文化会館 

    興禅寺、清水運輸株式会社 



難波田城公園まつり  

  
  会 場 難波田城公園 城跡ゾーン 

 

 演武スケジュール  
１２時００分  南畑八幡神社にて、参拝、三献の儀 

１２時０５分  難波田城公園へ出立 

１３時００分  来賓あいさつ、鉄砲隊入場 

１３時１０分  三献の儀、演武開始 

１３時２０分  富士見市長あいさつ 

１３時３０分  旧金子家住宅前で記念写真 
 

 鉄 砲 隊 編 成  
大  将  星野光弘（富士見市長） 

副  将  浅井義明（富士見市副市長） 

大  目  付  山口武士（富士見市教育長） 

軍 奉 行  寺田
て ら だ

図書助
ずしょのすけ

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会代表） 

目  付  小野澤雅楽
う た

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

目 付 格  臼井右門
う も ん

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

目付格小頭  加藤備中
びっちゅう

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

小  頭  清水上野
こうづけ

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

小   頭  長谷部越中
えっちゅう

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

小   頭  伊藤日向
ひゅうが

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

小 頭 格  久保市佑
いちのじょう

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

小 頭 格  廣佐古安芸
あ き

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

銃  士  鈴木河内
か わ ち

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会）  

銃   士  滝沢修理
し ゅ り

（川越藩火縄銃鉄砲隊保存会） 

 士   岡田達哉（市民公募） 

士   高橋紀貴（市民公募） 

士   中谷高志（市民公募） 

 

 川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の紹介  

川越藩火縄銃鉄砲隊保存会（代表 寺田図書助勝廣氏）は、江戸時代の

甲冑や武具及び火縄銃の保存、それらの文化を継承するため、平成 9 年に

発足しました。 川越をはじめ全国で年間約 20 回の演武を行っています。

「難波田城公園まつり」には平成 14 年から御出演いただいています。 

主な出演歴 

 埼玉県 小江戸川越春まつり、小江戸川越百万灯まつり、嵐山時代まつり、 忍城時代まつり 

 福島県 白河市小峰城さくらまつり、十万石棚倉城まつり  千葉県 佐倉時代まつり 

 茨城県 日立桜まつり、水戸藩時代まつり、多賀谷城時代まつり  江戸東京博物館  姫路城 など 

南畑八幡神社と下南畑天神社 

 江戸時代に描かれた難波田城の城

絵図には、城の北東方向に 2 つの神

社が描かれている。最外郭にある「天

神」と、城外にある「八幡宮」である。

城絵図は、築城の規範として描かれ

るものであり、無用なものは描かれ

ない。2 つの社
やしろ

は鬼門をふさぐ、城

の守り神として位置づけられている

ようだ。 

 坂東の武士は、八幡と天神を深く

信仰していた。平 将 門
たいらのまさかど

の乱の際も、

八幡大菩薩と菅原道真
すがわらのみちざね

の霊が、将門

を後押ししたとされる。当時、道真の

霊(天神)は、学問の神というより政

争に敗れた怨霊として、その威力が

信仰されていた。また、天神は農業神

としての性格も持っていた。八幡は

源義家一族の守り神と位置付けられ

たことで、さらに東国での信仰が広

がった。室町時代には、合戦で敗れた

難波田氏の遺領（おそらく南畑地区）

が鶴岡八幡宮にあたえられた記録も

ある。 

 南畑八幡神社と下南畑天神社が戦

国時代にあった確かな証拠はない

が、近隣の城館跡でも天神社や八幡

宮が付属することが多く、やはり、難

波田城の守り神であったと考えた方

がよい。 

 江戸時代に難波田城跡に十玉
じゅうぎょく

院

が建ち寺子屋が開かれると、天神は

学問の神としても信仰されるように

なる。また、八幡神社では獅子舞が奉

納されるようになった。両社は地元

の人々に長く親しまれてきた。 

 

ご協力のお願い 

・演武中は、大変危険ですので、演武会場内に

入ったり横切ったりしないよう、安全確保に

ご協力をお願いします。 


